
(57)【要約】

【課題】無効電流の影響を少なくし、銅を主材質としな

がら安定した溶接を行え、取り扱い性、溶接の作業性の

向上にも資するようにした組電池の接続板を提供する。

【解決手段】接続板１０の本体に長手方向に延びるスリ

ット１２を形成し、このスリット１２の終止する接続板

１０の本体の両端部に溶接時の瞬間的無効電流で溶断可

能な細部１４を形成することにより、閉じたスリットと

する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 電 池 セ ル か ら な る 組 電 池 に お い て 電 池 セ ル 同 士 を 接 続 し 銅 を 主 材 料 と す る 接 続 板
で あ っ て 、
　 前 記 接 続 板 本 体 に 長 手 方 向 に 延 び る ス リ ッ ト を 形 成 し 、 前 記 ス リ ッ ト の 終 止 す る 接 続 板
の 本 体 の 両 端 部 に 溶 接 時 の 瞬 間 的 無 効 電 流 で 溶 断 可 能 な 細 部 を 形 成 し 、 閉 じ た ス リ ッ ト と
し た こ と を 特 徴 と す る 組 電 池 の 接 続 板 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 接 続 板 本 体 の 胴 部 の 幅 を 溶 接 ビ ー ド の 形 成 さ れ た 残 余 の 部 分 の 幅 と 較 べ て 大 き く 設
定 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 組 電 池 の 接 続 板 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ス リ ッ ト に は 、 中 間 に 両 側 の 前 記 胴 部 を 接 続 し 、 溶 接 時 の 瞬 間 的 無 効 電 流 で 溶 断 可
能 な 細 部 を 少 な く と も １ つ 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 組 電 池 の
接 続 板 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 の 電 池 セ ル を 接 続 す る 接 続 板 に 係 り 、 特 に 、 取 扱 性 に 優 れ る と と も に 接
続 板 を 溶 接 す る と き に 発 生 す る 無 効 電 流 の 影 響 を 少 な く し た 組 電 池 の 接 続 板 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 二 次 電 池 か ら な る 電 池 セ ル を 直 列 ま た は 並 列 に つ な い だ 組 電 池 は 、 電 動 式 自 転 車 、 ハ イ
ブ リ ッ ド 車 を は じ め と し て 、 さ ま ざ ま な 用 途 で 広 く 利 用 さ れ て い る 。 そ し て 近 年 で は 、 バ
ッ テ リ の 高 容 量 化 、 高 密 度 化 が 急 速 に 進 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 種 の 組 電 池 で は 、 電 池 セ ル 同 士 を 直 列 ま た は 並 列 に 接 続 す る に は 、 帯 状 の 接 続 板 が
用 い ら れ て お り 、 こ の 接 続 板 は 抵 抗 溶 接 に よ り 溶 接 さ れ て い る 。 そ こ で 、 図 ６ お よ び 図 ７
に 従 来 の 接 続 板 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ６ お よ び 図 ７ に お い て 、 参 照 番 号 １ は 接 続 板 を 示 し 、 こ の 接 続 板 １ は 、 帯 状 の 金 属 製
薄 板 で あ っ て 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 中 央 部 ２ が 平 行 に せ り 上 が っ た 段 形 状 と な っ て い る 。
そ し て 、 接 続 板 １ の 両 側 短 辺 の 中 央 か ら は 、 ス リ ッ ト ４ が 長 辺 と 平 行 に 中 央 部 ２ に 達 す る
位 置 ま で 延 び て い る 。 こ れ ら の ス リ ッ ト ４ の 両 側 に は 溶 接 ビ ー ド ５ が 形 成 さ れ て い る 。 接
続 板 １ の 材 質 は 、 従 来 は 、 ニ ッ ケ ル 材 、 鉄 の 薄 板 に ニ ッ ケ ル め っ き を 施 し た も の や 、 銅 板
の 表 裏 両 面 に ニ ッ ケ ル 薄 板 を 接 合 し た ク ラ ッ ド 材 等 が 用 い ら れ て い る 。 　
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 こ の よ う な 接 続 板 １ を 抵 抗 溶 接 に よ り 電 池 セ ル ７ に 溶 接 す る 場 合 、
溶 接 電 極 ６ を 接 続 板 １ に 押 し 付 け た 状 態 で 電 流 を 流 す 。 こ れ に よ り 、 電 気 抵 抗 に よ り 発 生
す る ジ ュ ー ル 熱 に よ り 溶 接 ビ ー ド ５ が 溶 け 、 接 続 板 １ を 電 池 セ ル ７ に 溶 接 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 接 続 板 １ の 材 質 と し て は 、 電 池 の 接 続 板 と し て の 本 来 の 機 能 か ら い え ば 電 気 抵 抗 の 低 い
銅 が 好 ま し い 。 し か し 、 銅 製 の 接 続 板 を 抵 抗 溶 接 す る と な る と 、 導 電 性 の 高 さ と い う 長 所
が 逆 に 障 害 に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 出 願 人 は 、 図 ９ に 示 す よ う な 組 電 池 の 接 続 板 １ を 提 案 し て い る （ 特 許 文 献 １
） 。 こ の 接 続 板 １ で は 、 ス リ ッ ト ４ 、 ４ を 長 く し て 、 そ の 間 の 接 続 部 ８ が 細 い 形 状 に な っ
て い る 。 こ の 接 続 板 １ で は 、 ス リ ッ ト ４ が 長 く 、 ま た 瞬 間 的 な 無 効 電 流 で 接 続 部 ８ が 溶 断
す る こ と で 、 無 効 電 流 の 影 響 が 少 な く な り 、 銅 製 の 接 続 板 １ で も 安 定 し た 溶 接 が 可 能 と な
っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ６ ３ ６ ６ ０ ３ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 図 ９ の 接 続 板 １ の 場 合 、 材 質 に 銅 を 用 い て も 安 定 し た 抵 抗 溶 接 が 可 能 と
な る 利 点 が あ る 反 面 、 ス リ ッ ト ４ が 長 く な る 結 果 、 構 造 上 取 り 扱 い 面 で の 問 題 が あ る 。 す
な わ ち 接 続 板 の 製 造 過 程 の め っ き 工 程 な ど で 、 長 い ス リ ッ ト ４ に 他 の 接 続 板 が 入 り 込 む な
ど し て 互 い に 絡 み 合 っ て し ま い 、 曲 が り 、 捻 れ 等 の 変 形 、 破 損 が 多 発 す る と い う 問 題 が あ
っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 点 、 接 続 部 ８ を 無 く し て ２ 分 割 形 状 と す る こ と が 考 え ら れ る 。 し か し 、 接 続 板 １ を
２ 分 割 に す る と 、 電 池 セ ル ７ に 溶 接 す る と き に 、 位 置 決 め の セ ッ テ ィ ン グ に 手 間 が か か り
、 作 業 能 率 が 非 常 に 悪 い と い う 問 題 が あ り 、 実 用 性 に 欠 け る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 前 記 従 来 技 術 の 有 す る 問 題 点 を 解 消 し 、 無 効 電 流 の 影 響 を 少
な く し 、 銅 を 材 質 と し な が ら 安 定 し た 溶 接 を 行 え 、 取 り 扱 い 性 、 溶 接 の 作 業 性 の 向 上 に も
資 す る よ う に し た 組 電 池 の 接 続 板 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 複 数 の 電 池 セ ル か ら な る 組 電 池 に お い て 電 池
セ ル 同 士 を 接 続 し 銅 を 主 材 料 と す る 接 続 板 で あ っ て 、 前 記 接 続 板 本 体 に 長 手 方 向 に 延 び る
ス リ ッ ト を 形 成 し 、 前 記 ス リ ッ ト の 終 止 す る 接 続 板 の 本 体 の 両 端 部 に 溶 接 時 の 瞬 間 的 無 効
電 流 で 溶 断 可 能 な 細 部 を 形 成 し 、 閉 じ た ス リ ッ ト と し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 の 接 続 板 に お い て 、 前 記 接 続 板 本 体 の 胴 部 の 幅 を 溶 接 ビ ー ド の 形
成 さ れ た 残 余 の 部 分 の 幅 と 較 べ て 大 き く 設 定 し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 の 接 続 板 に お い て 、 前 記 ス リ ッ ト に は 、 中 間 に 両 側 の 前 記 胴 部 を
接 続 し 、 溶 接 時 の 瞬 間 的 無 効 電 流 で 溶 断 可 能 な 細 部 を 少 な く と も １ つ 形 成 し た こ と を 特 徴
と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ス リ ッ ト が 接 続 板 本 体 の 両 端 部 の 細 部 で 閉 じ て い る 形 状 に な っ て い る
た め 、 他 の 接 続 板 が 入 り 込 む 余 地 が な い の で 、 変 形 や 破 損 を 防 止 し 取 り 扱 い 性 を 高 め ら れ
る 上 に 、 無 効 電 流 の 影 響 を 少 な く し 、 銅 を 材 質 と し な が ら も 安 定 し た 溶 接 を 行 う こ と が 可
能 と な る 。 　
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 胴 部 の 幅 を 大 き く す る こ と に よ り 、 放 電 時 の 電 流 経 路 の 電 気 抵
抗 を 下 げ る 効 果 が 大 き く な り 、 効 率 的 な 充 放 電 が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 に よ る 組 電 池 の 接 続 板 の 一 実 施 形 態 に つ い て 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら
説 明 す る 。 　
　 　 　 　 第 １ 実 施 形 態 　
　 図 １ は 、 第 １ 実 施 形 態 に よ る 組 電 池 の 接 続 板 を 示 す 平 面 図 、 図 ２ は 同 接 続 板 の 側 面 図 で
あ る 。 こ の 接 続 板 １ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 体 中 央 の 胴 部 １ １ が 平 行 に せ り 上 が っ た
段 形 状 と な っ て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 接 続 板 １ ０ の 材 質 は 銅 が 用 い ら れ て い る 。 な お
、 接 続 板 １ ０ の 表 面 に は 、 Ｎ ｉ め っ き が 施 さ れ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く
、 銅 板 自 体 を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 接 続 板 １ ０ の 本 体 の 中 心 線 上 に そ っ て 長 手 方 向 に ス リ ッ ト １ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の
ス リ ッ ト １ ２ は 、 長 辺 と 平 行 に 延 び て 、 胴 部 １ １ を ２ つ に 隔 て て い る 。 そ し て 、 こ の ス リ
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ッ ト １ ２ は 、 接 続 板 １ ０ の 本 体 の 両 端 部 ま で 延 び 、 短 辺 に 近 い 位 置 で 終 止 す る よ う に な っ
て い る 。 こ の よ う に し て 、 閉 じ た ス リ ッ ト １ ２ の 終 止 す る 接 続 板 １ ０ の 両 端 部 に は 細 部 １
４ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 細 部 １ ４ は 、 溶 接 時 の 瞬 間 的 無 効 電 流 で 溶 断 可 能 な 細 さ に 形 成
さ れ て い る 。 な お 、 図 １ 、 ２ に お い て 、 接 続 板 １ ０ の 裏 面 に は ス リ ッ ト １ ２ の 両 側 に 溶 接
ビ ー ド ５ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 接 続 板 １ ０ に よ れ ば 、 接 続 板 １ ０ を 抵 抗 溶 接 に よ り 電 池 セ ル ７
に 溶 接 す る 場 合 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 溶 接 電 極 ６ を 接 続 板 １ ０ の 端 部 に 押 し 付 け た 状 態 で
電 流 を 流 す 。 矢 印 で 記 す よ う に 、 接 続 板 １ ０ の 両 端 部 に 形 成 さ れ て い る 細 部 １ ４ に は 、 通
電 の 瞬 間 に 無 効 電 流 が 流 れ る の で 、 発 熱 に よ り 細 部 １ ４ は 溶 断 さ れ る 。 そ し て 同 時 に 、 溶
接 ビ ー ド ５ が 溶 融 す る の で 、 接 続 板 １ ０ を 電 池 セ ル ７ に 溶 接 す る こ と が で き る 。 こ の よ う
に 細 部 １ ４ は 、 瞬 間 的 に 溶 断 し て し ま う の で 、 ス リ ッ ト １ ２ が 無 効 電 流 を 遮 断 し 、 電 気 抵
抗 の 小 さ な 銅 を 材 質 と す る 接 続 板 １ ０ で あ っ て も 、 無 効 電 流 に よ る 影 響 を 少 な く し て 安 定
し た 溶 接 を 実 現 す る こ と が で き る 。 実 際 、 本 実 施 形 態 の 接 続 板 １ ０ と 図 ９ に 示 し た 従 来 の
接 続 板 １ と を 同 じ 電 池 セ ル に 溶 接 し た と こ ろ 、 同 等 の 溶 接 強 度 を 得 る こ と が で き た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し か も 、 本 実 施 形 態 の 接 続 板 １ ０ で は 、 細 部 １ ４ を 形 成 し た こ と に よ っ て ス リ ッ ト １ ２
を 閉 じ た ス リ ッ ト と す る こ と が で き る の で 、 構 造 上 、 次 の よ う な 取 り 扱 い の 面 で の 効 果 が
得 ら れ る 。 す な わ ち 、 従 来 、 接 続 板 を め っ き を す る 工 程 な ど で は 、 長 い ス リ ッ ト に 他 の 接
続 板 が 入 り 込 む な ど し て 互 い に 絡 み 合 っ て し ま い 、 曲 が り 、 捻 れ 等 の 変 形 、 破 損 が 多 発 す
る と い う 問 題 が あ っ た が 、 本 実 施 形 態 の 接 続 板 １ ０ で は 、 ス リ ッ ト １ ２ が 両 端 部 の 細 部 １
４ で 閉 じ て い る 形 状 に な っ て い る た め 、 他 の 接 続 板 が 入 り 込 む 余 地 が な い の で 、 変 形 や 破
損 を 防 止 で き る 。 　
　 次 に 、 図 ４ は 、 本 実 施 形 態 に よ る 接 続 板 １ ０ の 変 形 例 を 示 す 。 こ の 図 ４ の 接 続 板 １ ０ で
は 、 ス リ ッ ト １ ２ の 中 間 に は 両 側 の 胴 部 １ １ を 接 続 す る 細 部 １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 な お
、 細 部 １ ５ は 、 溶 接 時 の 瞬 間 的 無 効 電 流 で 溶 断 可 能 で あ る 点 は 細 部 １ ４ と 同 様 で あ る 。 　
　 こ の 接 続 板 １ ０ で は 、 両 端 部 に あ る 細 部 １ ４ の 他 に 、 細 部 １ ５ を 付 け 加 え て い る た め 、
接 続 板 １ ０ の 本 体 自 体 の 剛 性 を 高 め る こ と が で き る の で 、 変 形 、 破 損 が よ り 生 じ 難 く な る
利 点 が あ る 。 な お 、 溶 接 時 の 通 電 に よ っ て 、 こ れ ら の 細 部 １ ４ 、 １ ５ は 瞬 間 的 に 溶 断 す る
点 は 上 述 し た 通 り で あ る 。 な お 、 図 ４ は 、 細 部 １ ５ を １ つ だ け 形 成 し た 例 で あ る が 、 こ れ
に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 複 数 箇 所 に 形 成 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 　 　 　 第 ２ 実 施 形 態
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 組 電 池 の 接 続 板 に つ い て 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 組 電 池 の 接 続 板 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 こ の 第 ２ 実
施 形 態 の 接 続 板 １ ０ で は 、 本 体 の 胴 部 １ １ の 幅 Ａ が 溶 接 ビ ー ド ５ の 形 成 さ れ て い る 残 余 の
部 分 の 幅 Ｂ と 較 べ て 大 き く 設 定 さ れ て い る 。 ス リ ッ ト １ ２ の 両 端 は 細 部 １ ４ で 終 止 し て い
る 点 は 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 第 ２ 実 施 形 態 の 接 続 板 １ ０ に よ れ ば 、 溶 接 で の 作 用 効 果 は 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ
る が 、 電 池 セ ル を 接 続 し て 組 電 池 と し た 場 合 に 、 胴 部 １ １ の 幅 が 大 き く な っ て い る た め 、
放 電 時 の 電 流 経 路 の 電 気 抵 抗 を 下 げ る 効 果 が 大 き く 、 効 率 的 な 充 放 電 が 可 能 と な る 。 実 際
、 本 実 施 形 態 の 接 続 板 １ ０ で 電 池 セ ル を 接 続 し た も の （ 胴 部 １ １ の 幅 Ａ を １ 割 増 し ） と 、
図 ９ の 接 続 板 １ で 電 池 セ ル を 接 続 し た も の と で 、 同 じ 条 件 で ２ セ ル 間 の 抵 抗 値 を 測 定 し た
と こ ろ 、 本 実 施 形 態 の 接 続 板 １ ０ で は 、 ７ ％ 程 度 抵 抗 が 減 少 し て い る と い う 結 果 が 得 ら れ
た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 、 本 発 明 に 係 る 溶 接 方 法 に つ い て 、 好 適 な 実 施 形 態 を 挙 げ て 説 明 し た が 、 本 発 明 で
は 、 接 続 板 １ ０ を 溶 接 し 組 電 池 に す る 場 合 、 電 池 セ ル の 直 列 接 続 、 並 列 接 続 、 直 列 と 並 列
の 組 み 合 わ せ の い ず れ に も 利 用 で き る こ と は も ち ろ ん で あ る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 組 電 池 の 接 続 板 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の 組 電 池 の 接 続 板 の 側 面 図 。
【 図 ３ 】 図 １ の 組 電 池 の 接 続 板 で の 溶 接 時 の 作 用 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ４ 】 図 １ の 組 電 池 の 接 続 板 の 変 形 例 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 組 電 池 の 接 続 板 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ６ 】 従 来 技 術 に 係 る 組 電 池 の 接 続 板 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 組 電 池 の 接 続 板 の 側 面 図 。
【 図 ８ 】 従 来 の 組 電 池 の 接 続 板 を 電 池 セ ル に 溶 接 す る と き の 状 況 を 示 す 側 面 図 。
【 図 ９ 】 従 来 技 術 に 係 る 組 電 池 の 接 続 板 の 他 の 例 を 示 す 平 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ５ 　 溶 接 ビ ー ド
　 ７ 　 電 池 セ ル
　 ６ 　 溶 接 電 極
　 １ ０ 　 接 続 板
　 １ １ 　 胴 部
　 １ ２ 　 ス リ ッ ト
　 １ ４ 　 細 部
　 １ ５ 　 細 部
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

(5) JP 2007-194036 A 2007.8.2



【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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